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要旨  
 
	 本論文は七つの部分に分けられ、アメリカ長老教会宣教師 John Marshall Willoughby 
Farnham と Farnham が出版した『小孩月報』、『畫圖新報』を巡り、研究を展開している。 
1859 年 10 月 Farnham は宣教の情熱を抱き、中国への船に乗った。1860 年 3 月から 1917
年に死ぬまで、中国で 50 年以上過ごし、宣教活動と共に、教育及び出版事業に力を尽く
した。 
	 第一章では、Farnham 夫婦の在華活動を考察した。 
	 宣教において、Farnham は 1862 年から約 20 年間上海長老會第一會堂を担当して、第二
教会堂及び第三教会堂の開設にも力を入れたことがわかった。宣教に役立つ書物を出版す
るために、1878 年に Farnham と他の宣教師は上海で「中国聖教書會」という出版組織を
設立した。また、Farnham 夫婦は 1877 年、1890 年、1907 年に上海で開かれた全国的な宣
教師大会に参加し、1890年の第二回大会でFarnhamは「Essay on Periodical Literature and List 
of Periodicals in the Chinese Language」という報告をした。Farnham が作成した中国語雑誌
新聞の目録は清末に出版された中国語雑誌への研究に大切な史料である。 
	 教育において、Farnham が上海に来た時、長老教会の教会堂が設立されたばかりで、た
だ 4 人の宣教師のみ教会堂の事務を務めていた。教会に宣教師が足りないならば、自分育
てようと Farnham は考えて、1860 年 9 月、Farnham は清心書院を開設して 24 年間校長を
務めた。国文のほか、天文、地理、格物、算数などの実用的な課程を開設した。学堂の資
金は足りないため、工芸課も開設した。男子塾の生徒は、農作業や掃除などを務めて、女
子塾の方は紡織を学んだ。  
 教会から「Farnham は印刷する技術を生徒たちに教えながら、自分の勤勉さ、根気、情
熱を教育に注いだ。」 という褒美を得た。Farnham はたくさんの中国人信徒と宣教師を育
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てたと同時に、中国の各業界のために優秀な人材を育成した。美華書館の経理奚松齡、大
美聖經會の副経理蕭練生などは清心書院の生徒であり、商務印書館を創立した夏瑞芳、鮑
咸恩、鮑咸昌と高鳳池 4人も全て清心書院を卒業している。Farnhamが校長を辞任した後、
清心書院はどんどん発達して来て、今の「上海市市南中学」となった。 
	 1861 年に Marry は清心女塾（the Mary Farnham Girls' School）を創立し、24 年間校長を
務めた。1861 年 Marry が清心女塾（the Mary Farnham Girls’ School）を創立した頃、女子
学校は寧波に一校、廣州に一校、上海に二校の計四校しかなかった。1862 年に、上海の
二校は清心女塾へ合併した。中国伝統的な礼儀を配慮し、清心書院を男子塾と女子塾に分
けた。決して男性を重視し、女性を軽視する考えではない。故に、女子塾の課程は男子塾
とほぼ一緒で、国文、天文、地理、格物、算数などを開設した。ただ、音楽課を加えた。 
 	 清心女子塾の他、Marry は長年、中華婦女節制会（Women’s Christian Temperance Union）
の会長を務め、中国女性の家庭に訪ね、困難がある女性のために精神的にも生活的にも援
助したことを整理した。Marry は最初に中国人女性の纏足を解放することを唱えた人びと
の一員であり、19 世紀に女性の権利、自由を求めることを推進したと考えられる。 
 
	 出版事業に関して、1884 年から 1888 年にかけて Farnham は美華書館のマネージャーを
担当していた。この他に、中国聖教書会で Farnham は秘書の役職に 30 年近く務めていた。
Farnham は長い間に、出版関係の仕事に従事し、編集及び創作した書物はたくさんある。
妻の Marry も一部の本の創作に参与した。筆者の管見の限り、Farnham の出版物は宣教用
のパンフレットが５部、書籍が 23 部、雑誌を３部出版した。第３節で、Farnham の書目
を作成した。また、Farnham が出版した別の作者が書いた書籍があるが、原本が保存され
ていないため、本研究の Farnham 出版書目に組み入れないこととなった。 
	  
	 Farnham の出版物の中で、最も影響力があるのは『小孩月報』と『畫圖新報』である。
第二章では、『小孩月報』の創刊及び『小孩月報』における児童文学について述べた。 
『小孩月報』の創刊背景に関して、二点にまとめられる。第一、1860 年代にかけて、上
海は香港などの沿海地区に代わり、中国出版事業の中心となり、新聞雑誌の種類が多く、
子供向けの雑誌だけがなかった。第二に、清心書院によって、Farnham の宣教を子供教育
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と結びつける方法は大きな成果を得た。1980 年ごろ、『小孩月報』の実際の執筆者が鐘子
能、柴連復であるという論述があり、出処が表示されていない。本研究が考察した結果、
この説は根拠がないと判断した。	  
	 児童文学は実体ではなく、現代人が作った概念であるので、人の認識によって発展し、
変わっていく。『小孩月報』に掲載された児童文学は、民間物語、小説、伝記、寓話、児
童詩など現代児童文学によく見られる文学ジャンルをほぼすべて含んでいる。第１節では、
漢訳された物語と原作物語という二つの面から、『小孩月報』における児童文学、特に短
編物語が示した児童観念を分析した。まずは子供の発見である。『小孩月報』によって、
児童は成人の付属物ではなく、独立した個体として、子供向きの雑誌及び数多くの専門的
に児童のために書かれた文学作品を持つことになった。それに、『小孩月報』に掲載され
る物語には子供と大人は平等である考え及び女の子を男の子と平等に教育を受ける思想
が現れたと考えられる。次に、児童文学の適応性である。『小孩月報』に掲載されている
短編物語は基本的にわかりやすい言葉を以て、シンプルななプロットで一つや二つの主題
を表現する。また、比喩、類推などの修辞法を使って子供が受け入られやすいようにスト
ーリーを展開した。  そして、児童文学の教育性である。ヨーロッパに生まれた児童文学
は初期に宗教に関わる作品が多いので、宗教的な内容があるかどうかということは児童文
学の評価基準にはならない。『小孩月報』が謳う子供の「徳」の意味は広いであり、単な
る誠実、孝行、友愛だけではなく、イエスを唯一の神として、信じること及び聖書を読む
ことも美德であると提唱している。  最後に、児童教育は正しい方式が必要である。両親
自身の言行は子供に影響を与えるので、身をもって教育を尽くすということを提唱した。 	  
	 6 年間 72 巻の『小孩月報』には短編寓話が 76 篇掲載されたが、中の 48 篇はイソップ
寓話である。『小孩月報』に掲載されたイソップ寓話を『意拾喩言』、英文イソップと対照
すると、『小孩月報』におけるイソップ寓話は三つの特徴があることがわかった。まず、
子供向けの雑誌で『意拾喩言』と比べて、全体的に言語はより簡単化、いわゆる「口語」、
「白話」の傾向がある。第二、投稿者が多くて寓話の翻訳方式は多様である。第三、挿絵
が大量に添付している。イソップ寓話のほか、イギリス女子詩人 Mary Howitt(1799–1888)
が書いた「The Spider and the Fly」から訳した「微蟲佳喩」 が掲載され、これは「The Spider 
and the Fly」の初漢訳である。また、自らの創作で投稿された寓話もたくさんある。 
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	 第３節では、19 世紀、漢訳『天路歴程』の版本をまとめ、三つの版本と対照し、『小孩
月報』に連載された「天路歴程」はバーンズの漢訳バージョン系統に属すると判断した。 
	 そして、『小孩月報』の連載は「本人約翰傳」、「天路歴程」、「続天路歴程」という三つ
の部分があり、この構成は 1850 年に出版された『The pilgrim’s progress from this world to 
that which is to come : delivered under the similitude of a dream』を参考したと明らかにした。
「天路歴程」の挿絵もこの英字バージョンから借用したものが多いといことがわかった。 
「続天路歴程」における挿絵は全部『天路歴程 同治十年 羊城惠師禮堂』から借用したも
のであることも判明した。 
 そして、『小孩月報』を含めて雑誌という媒体は『天路歴程』の伝播する新しい方式にな
ったこと及び子供に宣教するため、必要な削減や調整がされたと同時に、『小孩月報』の
おかげで『天路歴程』は子供読者に近づく道を開いたことを解明した。 
 
	 第三章では、『小孩月報』における西洋科学に関して考察した。『小孩月報』における科
学文章が全体的に紙幅の半分ぐらいあり、西洋科学を全面的に紹介した。『小孩月報』で
は「天文易知」と「常物浅説」というコラムを開設、天文、物理、化学に関する知識を説
明し、「易知」、「浅説」から見ると、『小孩月報』は子供の認知能力に十分配慮したことが
わかる。また、「遊歴筆記」という旅行記が連載され、子供は主人公の視点で各国の様子
を見られることができると考えられる。 
そして、『小孩月報』に連載した博恆理（Henry Dwight Porter，1845-1916）が書いた「省
身指掌」は主要な臓器を紹介、体の原理をはっきり説明した。『小孩月報』は初めて系統
的に医学知識を紹介した雑誌であるといえるであろう。1886 年、中国益智書会の要望で
『省身指掌』は教科書として出版され、そして、1891 年と 1897 年に内容を増加し、再出
版した。本論文はこの三つの版本を考察した。他に、『小孩月報』は「保身良法」と「壽
世新法」などの文章を掲載し、子供たちに日常生活での衛生管理の方法を教えた。 
	 また、動植物を説明するとき、単純の理論知識ではなく、難しい用語を避け、一つ一つ
の動物を具体的に紹介した。 
	 他に、「製玻璃法（グラスの作り方）」、「救火水龍車（消防車）」など、新しい物事を紹
介する文章が掲載され、啓蒙を趣旨にする『小孩月報』は戦争に関する武器、軍艦などよ
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り、日常生活に近い新しい物事を紹介する傾向があると見られる。 
 
	 第四章では、『小孩月報』における多面的教育について論述した。 
	 第１節では、Farnham が出版した『花夜記』と『精刻花夜記』の四つの版本に関して考
察した。中国伝統の『對相四言』と対照し、『花夜記』及び『精刻花夜記』シリーズの継
承と革新に関して分析した。中国には『精刻花夜記』は多くの教会学校に教科書として使
われていた。『精刻花夜記』は識字圖、漢字、英語を組み合わせ、韓国にも伝わって英語
の教科書として使われたことがわかった。また、子供向けの『小孩月報』は一部の『花夜
記』シリーズの識字圖を雑誌に収録し、単行本より広い範囲の子供読者へ識字の方法の一
つとして識字圖を伝えたことがわかった。 
	 第２節では、Farnham が編集した三つの讃美詩集を考察し、1868 年に Farnham が出版
した『曲譜讚美詩：上海土白』と『Tsan maes, lau c'ok-poo, zong-hae t'oo-bak』は今発見し
た第 3 部楽譜付きの讃美詩集である。『曲譜讚美詩 : 上海土白』が楽譜理論を説明する序
言「講究聲音」は 1858 年の『聖山諧歌』の序言を上海方言へ訳したものであると判明し
た。『曲譜讚美詩：上海土白』は前の讃美詩集と違うところがあり、前 9 首の讃美詩は、
五線譜の下に「佗、雷、米、法、鎖、拉、西」という音階を表示されている。Farnham は
先に楽譜を覚えておいて、後に歌詞をつける方法を採用した。そして、『讚美詩・卷一、
二』における讃美詩は「長部、八七部」などと表示されている。『曲譜讚美詩：上海土白』
も毎首の讃美詩に応じる曲調を表明した。こうすれば、『曲譜讚美詩：上海土白』におけ
る楽譜に応じて、新しい讃美詩を書くことは簡単になる。 
	 『小孩月報』は最初の五線譜付の讃美詩を載せた雑誌であり、19 世紀における唯一の
楽譜を掲載した雑誌である。英文原曲と対照し、『小孩月報』における讃美詩は基本的に
元の英文歌詞の意味をそのままに訳し、英文と中国語の差異で曲の同じ節に訳できない場
合、作者による調整することがある。いわゆる、宣教師たちはほぼ歌詞の意味を優先し、
できるだけ中国語の韻も押すという翻訳方法を採用したことを明らかにした。それに、『小
孩月報』における讃美詩の三つの価値を論述した。 
	 第３節では『小孩月報』に連載される「論畫淺説」に関して考察を行った。機器製造に
関わらなく、単純な絵画を教える本は『西畫初学』と『論畫淺説』である。『西畫初学』
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の出版時期を推測し、英字原本は Robert Chambers が出版した『First Book of Drawing』、
『Second Book of Drawing』 であることを判明した。 
 	 『小孩月報』は系統的に西洋絵画を紹介する最初の雑誌である。「論畫淺説」という連
載で中国の子供読者に伝統的な中国絵画とは全く異なる絵画の方法と概念を紹介した。2
年の連載で、「論畫淺説」を 24 編に分けて、掲載した。英字タイトルは「Lessons in Drawing」
で署名は「海上山英居士」である。「論畫淺説」は点、線など簡単な描き方からはじめた。
まずは平面的な絵を説明し、輪郭から細部までの絵画順番を強調した。そして、難しい「透
視図法」いわゆる「遠近法」に入って「明暗法」も説明した。あまり、理論的な術語を使
わなく、白話で述べた。最後に木の描き方を教えた。内容から見れば、『西畫初学』とよ
く似て、ただ「色付」の部分はない。1897 年に『論畫淺説』は単行本として出版した。
簡単な言葉で西洋絵画の方法と注意点を説明し、子供や西洋絵画の初心者にとってふさわ
しい入門書である。陶冷月などの画家は『論畫淺説』を読んだことがある。19 世紀末に
中国絵画と西洋絵画を融合する風潮を推進した。 
 	 要するに、『小孩月報』は識字圖、西洋音楽、西洋絵画及び様々なクイズが掲載され、
児童教育の内容が多様化にしていることがわかった。 
 
	 第五章では、『小孩月報』の姉妹編の『畫圖新報』を研究対象とした。 
	 『畫圖新報』は『小孩月報』の「益於兒童初基」から「稗益中土」への進化を求めてい
る。イソップ寓話や天文知識など、『小孩月報』と類似している内容を掲載しても、雑誌
の言葉遣い、掲載した内容、雑誌の形式などの調整を通じてこの進化を実現したと考えら
れる。そして、国際情勢や時事ニュースに関する文章を数多く掲載することを考察し、「『畫
圖新報』はニュース性がない」という観点を批判した。 
	 また、『畫圖新報』の図像意識を分析し、一般的に小説などに挿絵をつけることは錦上
添花であるが、『畫圖新報』に図像が欠くことができない場合が多いことがわかり、編集
者 Farnham は図像の効能と重要性が十分理解していると言える。 
	 また。『畫圖新報』における世界の名所を紹介するコラム、人物評論のシリーズ、地図
で世界地理を説明するコラムという三つの部分を考察すると、『畫圖新報』はイギリスの
画報『The Illustrated London News』とアメリカの画報『Harper’s weekly』の影响を受けた
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ことを明らかにした。Farnham は欧米画報のすべての内容を完全にコピーしたわけではな
く、中国の読者にふさわしい内容だけを選び、そして、欧米画報に真似したコラムを改良
した。例えば、欧米画報には、地図で地理知識を紹介するコラムがあり、自分の国益に関
わる国だけが紹介されている。Farnham はこのコラムをまね、中国地図を用いて中国の各
省を紹介した。 
	 『The Illustrated London News』 と『Harper’s weekly』には様々な漫画が掲載された。漫
画の内容と形が豊かで、一コマの風刺画もあり、ストーリーのある「コマ割り漫画」のコ
ミック（comics）もある。Farnham はこの二つの画報からコマ漫画を『畫圖新報』に取り
入れ、雑誌の娯楽性を高めた。Farnham は簡単にコマ漫画を転載するのではなく西洋で流
行している漫画形式に中国の要素を融合した。さらに、ユーモラスな概念とコマ漫画の美
術形式を清心書院の生徒たちに教えた。故に、清心書院の生徒たちは最も早くコマ漫画を
描く中国人であると考えられる。 
	  
	 1878 年の『申報』は『小孩月報』が啓蒙の第一報であると高く評価した。20 世紀以降、
ほぼ全ての新聞通史書籍では「啓蒙第一報」という言葉を用いて『小孩月報』を評価して
いる。しかし、全面的に『小孩月報』における啓蒙の具体的な表現を論述する研究がなか
ったため、近年『小孩月報』の啓蒙性に関して疑問を呈する研究者もいる。陳恩黎は「顛
覆還是綿延——再論『小孩月報』與中国兒童文化的現代啓蒙之路」に、「『小孩月報』が示
した児童教育は Farnham がキリスト教を中国儒教の伝統文化と融合する経路であるので、
このいわゆる啓蒙は中国伝統児童観念の挑戦でもないし、覆すこともしていない。」 とい
う観点を提出した。2016 年出版した『晚清五四時期兒童讀物上的圖像敘事』に「『小孩月
報』啓蒙性再論」 という節があり、作者張梅は陳恩黎の観点を引用し、上の意見に賛成
した。これらの『小孩月報』の啓蒙性に対する疑いは二つの問題がある。まず、これらの
研究は主に児童文学の部分に基づき、結論を出している。しかし、児童文学は『小孩月報』
の一部だけで『小孩月報』の全てを代表できない。第二に、当時の歴史背景を考慮せず、
逆に「『小孩月報』の啓蒙性を高く評価することは中国学界の現代児童観に対する誤解で
ある」 と陳恩黎は考えた。『小孩月報』の啓蒙性への疑問に答えるように以下の方面から
『小孩月報』の啓蒙性を全体的に論述した。 
	 8	
	 まず、『小孩月報』は中国に出版された最初の児童向けの雑誌である。編集者 Farnham
は子供を大人から区別し、子供に対して大人と違う教育方法と専門の書物及び雑誌が必要
であるという考えを打ち出した。そのこと自体が、ヨーロッパに生まれた最も基本的な児
童観を示した。つまり、児童を発見することである。また、19 世紀まで、中国における
伝統教育では、男子と女子が受けた教育は違っていた。読書して科挙に参加して出世する
ことは男のことである。女の子は「三從四德」を守るだけでよかった。それに対して、
Farnham が編集した『小孩月報』から男の子と女の子は平等に教育を受けるべきである考
えが見られる。この男女が平等に教育を受ける思想は 19 世紀の中国にとっては先進的な
考えで、中国の伝統教育モデルに衝撃を与えたと考えられる。 
	 また、『小孩月報』における教育の内容と方法に関しても中国の伝統教育とは違ってい
る。清末にかけて、中国伝統教育の内容と教育パターンは非常に固定されている。子供教
育は科挙試験のために行われる。三字経や千字文などの子供書物以外、科挙試験が必要な
四書五経は子供の主な教科書となった。それに対して、「小孩月報誌異序」に「予以童年
初基，首在器識，文藝次之，故以二者兼而行之」が書かれており、子供の教育に関して、
一番重要なのは器量と見識で次は文学と芸術であると Farnham は考えている。つまり、
四書五経ではなく、実学あるいは西洋科学を勉強することこそは子供にとって一番大事で
ある。また、Farnham は子供達が科学知識をうまく受け入れるために、『小孩月報』を編
集するときに様々の方法を試した。図像が数多く添付し、子供の興味を引き出すことと共
に文字が通じできないことを図像で伝えた。『小孩月報』に掲載された「天文易知」と「省
身指掌」は中国益智書会の要望によって再編集され、教科書として出版され、多くの教会
学校に使われた。『小孩月報』に掲載された科学文章は子供教育にふさわしく、いい効果
を取れたということの証拠になるであろう。この他、『小孩月報』には西洋絵画と西洋音
楽も子供教育の内容にされた。 
	 陳恩黎によると、「現代中国語で、啓蒙は大体二つの意味がある。一つは初心者に基本
的な知識を得させることである。第二に、新しい知識を普及することで、人を愚かさと迷
信から抜け出すことである。『申報』に書かれた「啓蒙」は第一の意味である。その后、
研究者が『小孩月報』を中国児童文学及び現代児童観念と結んだ。これは言い過ぎである」 
という観点を主張した。しかし、実際的に、『小孩月報』に掲載された児童文学は、民間
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物語、小説、伝記、寓話、児童詩など現代児童文学によく見られる文学ジャンルほぼすべ
てを含んでいる。子供読者が理解できるようにする、「白話」に近い言葉で書かれた。古
典文学の児童のための書き換えは児童文学の一ジャンルと思われ、児童を中心にした文学
作品の適応性を表している。また、多くの短編物語に、主人公は子供に設定されている。
これらの物語で子供は生き生きとしていて、勇敢、勤勉、活発など様々な性格を持ってい
るように書かれた。しかし、陳恩黎によれば、「欠陥を消すなど、『小孩月報』が示した児
童教育は中国伝統児童観念を覆すことできなかった」という 。しかし、児童を独立な存
在であることを認める上で、児童を正しく教育することこそ、現代の児童観念に当てはめ
ている。現代児童観念が主張しているのは暴力などではなく、正しい方式で子供を教育す
ることである。陳恩黎が述べた「現代啓蒙は自由を求めること」ではなかった。 
『小孩月報』に掲載されている多くの児童文学作品は宗教性があることも多くの論述によ
って批判されていた。「『小孩月報』が示した児童教育は Farnham がキリスト教を中国儒
教の伝統文化と融合する経路である。」という観点もある。現代の考えから見ると、キリ
スト教は迷信の一種類であるかもしれない。『小孩月報』の編集者にとっては、キリスト
教は 19 世紀の中国への啓蒙であると考えられる。それに、宗教性がある物語が正直、親
孝行などを主張することは決して中国伝統文化への妥協ではなく、キリスト教義と中国伝
統文化と現代児童観念の共通点であると思う。なお、児童文学と児童教育の他に、数多く
の図像が掲載されることも子供のための斬新な試行である。 
	 『小孩月報』は中国最初の子供向きの雑誌として、中国新聞の発展にも影響を与えた。
1877 年に『小孩月報』の発行部数は毎月 4000 部に達した。「読者が『小孩月報』を読ん
だ後、同種類の雑誌も受け入れやすいようになった。読者市場があることは中国地元の雑
誌が出版することに役たった。 」と書かれた。また、『小孩月報』によって、新聞出版業
は子供という読者群を気づけられ、いい編集方式も示された。「雑誌の版式から見ると、
『蒙学報』は『小孩月報』とよく似ているのでアメリカ漢学家韓南は梁啓超は『小孩月報』
を読んだことがあり、『蒙学報』は『小孩月報』の影響を受けたと考える。 」と書かれて
おり、最初の中国人が出版した子供雑誌『蒙学報』は『小孩月報』を参考したことがある
と考えられる。 
	 中国の子供雑誌だけではなく、『小孩月報』は日本の最初の子供雑誌である 1882 年に創
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刊された『よろこばしきおとづれ（Glad Tidings）』 にも影響を与えたと考えられる。『よ
ろこばしきおとづれ』の執筆者はアメリカ女子宣教師マクイール(Sophia. B. Mcneal)であ
る。マクイールの助手植村正久の回想によれば、「今でも発刊される『喜の音』はマクニ
イル女史 Miss Mcneal が上海の『小孩月報』に倣い、本邦児童の為めに良き読みものを供
給するの目的を以て初めて設けられたのである」 と書いている。また、柿本真代 によれ
ば、『小孩月報』は外国日曜日学校協会本部によって日本の日外国曜日学校協会会員に配
られた可能性が高い。内容から見ると、『よろこばしきおとづれ』に聖書の話、讃美詩な
どがあり、『小孩月報』と類似している文章及び同じ挿絵がある。 
晩清画報を研究するとき、研究者が避けられない最も基本的な問題がある。「晩清画報」
つまり中国の画報はいつから始まったという問題である。この問題に巡る討論は 20 世紀
２０年代から始められ、現在まで結論がなく、続けられている。早期の論述において、主
に二つの観点がある。まずは 1875 年に創刊された『小孩月報』が中国における最初の画
報であるという観点である。つまり、創刊の時間順を判断基準とされることである。 
阿英、薩空了 などは 1884 年に創刊された『點石齋畫報』が中国における最初の画報
である観点を提出した。阿英は「中国畫報發展之經過」に、「『小孩月報』は文字雑誌であ
り、図像は付着物だけで、画報とも言えない。『寰瀛畫報』はニュース性がない。」 とい
う観点を提出した。つまり、これらの研究者の判断基準は二つがある。まず、雑誌本体は
画報であるかどうかということである。そして、ニュース性があるかどうかということで
ある。近年、観点を採用した研究者が多い。 
画報の判断基準に関して、まずは図像が占める紙幅である。確かに、わずかな挿絵が
あれば、その雑誌が画報であるとは言えない。『小孩月報』における図像と文字の占める
紙幅の割合が 1:3 であり、図像はかなりの紙幅を占めた。『小孩月報』に掲載されている
図像の数は前の雑誌と比べて全然同じレベルではない。『點石齋畫報』は一見で図像ばか
りであるにもかかわらず、図像を説明する文字の字数も少なくない。そして、図像は雑誌
で果たした効果といえば、『小孩月報』は「宇義所不能達之外,則更繪精細各圖以明之」と
書いているように、図像は文字と共に読者にとって情報を受ける方式の一つとなった。こ
の意味で、『小孩月報』は画報であると判断した。 
多くの研究者はこの基準に基づき、『小孩月報』、『畫圖新報』を外した。ニュース性を
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考えると、『小孩月報』は確かにニュース性があまりなかった。しかし、今まで『畫圖新
報』に関する専門研究は行われていなく、多くの研究者は前の観点を参考にしただけであ
り、『畫圖新報』が含まれている内容に関する考察がされていない。なお、『畫圖新報』と
欧米画報が関連していることには気づいていない。『畫圖新報』の中国語名称から見ると、
雑誌の内容に関する手がかりがなさそうである。だが、英文タイトル『The Chinese 
Illustrated News』から見えと、世界中で最初の新聞週刊誌『The Illustrated London News』
とは一文字違うだけで、編集者 Farnham は『畫圖新報』のニュース性を示した。具体的
な内容から見ると、本論文の第５章第２節の論述したように、『畫圖新報』は確かに国内
と国際のニュースをたくさん掲載した。例えば、中国とロシアとイリ条約の結ぶことへの
連続的な報道があり、短いニュース及び電報ニュースのコラムも開けられている。こうす
ると、『畫圖新報』はニュース性がないという観点が成立できなくなった。また、真面目
に考察すれば、『點石齋畫報』もニュースばかりではない。『點石齋畫報』が中国最初の画
報という観点は不適切であると考えられる。 
中国における現代的な雑誌や新聞は本来的に外国宣教師によって中国に生まれたメデ
ィア形式である。さらに、『畫圖新報』を考えると、（新聞）画報という形式も欧米画報か
らの影響を受けた。今までの研究者は画報という定義を下す時に国際的な観点を参考にし
てなかった。中国語画報を考察するときに、国際的な判断基準も参考すべきであると思う。
故に、『The Illustrated London News』は「the world's first illustrated weekly news magazine」
と認められるように、『小孩月報』は中国における最初の画報（illustrated magazine）であ
り、『畫圖新報』は中国における最初の新聞画報（illustrated news magazine）であると言え
るであろう。 この二つの雑誌は当時の読者に斬新及び愉快な読書体験を与えた。加えて、
Farnham は当時の雑誌新聞出版業に図像を雑誌と結合させるという編集方式を伝えた。 
 雑誌と書籍は違う。書籍は修正して再販することができるが、雑誌の方がより多くの
斬新な内容が含められる。雑誌は毎月あるいは毎周に発行されるので、雑誌の内容は新鮮
で豊かである。雑誌の編集方式も多様である。故に、これらの雑誌の本質的な属性によっ
て、雑誌というメディア形式が多くの読者を引きつけることは明らかである。  
 雑誌の出版が最も有効な宣教方式の一つであり、宗教だけを内容とする雑誌ではなく、
宣教師は多様的な編集方法を使って、様々な内容を雑誌に融合すべきである。 
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 Farnham が雑誌を出版することは宣教のためであった。しかし、『小孩月報』の影響を
考察すれば、宣教するだけではなく、西洋科学、児童文学などの方面に、19 世紀の中国
の子供への啓蒙の役割を果たした。『小孩月報』は中国地元の子供雑誌に編集方式の参考
を提供し、日本の最初の子供雑誌の創刊に力を貸すことになった。つまり、『畫圖新報』
は欧米画報の編集方式を中国に取り入れた。 
本論文の不足に関して、1875 年−1881 年の『小孩月報』だけを中心とし、1881 年以降
出版した『月報』への考察までは及ばなかった。『畫圖新報』への考察は創刊、画像意識
と基本的な内容という三つの方面だけを論述した。その時代、中国画報と欧米画報の繋が
りをより深く考察できなかった。今後、『月報』と『畫圖新報』へ具体的な研究を進めた
い。１９世紀後半、中国画報と欧米画報の繋がりをはっきり考察するつもりである。 
  
